
金
四
仰
古
時
剛
志
岱
凶

御
母
堂
、
元
和
四
年
=
一
月
三
日
逝
去
、
遺
鉢
を
寺
中

へ
被
ν
移
、
叫世十品

子
v
今
合
寺
有
v
之
。
戒
名
稼
春
妙
澄
大
姉
と
一
耳
ム
。
と
あ
り
o
n正
郎
ち

生
母
た
る
べ
し
。
さ
て
吾
が
前
回
家

へ
入
輿
の
訴
は
、

州
志
帥世襲

飴
考
に
、
天
正
九
年
辛
巳
各
十
月
.
我
が
公
を
以
て
能
登
一
州
の
封

侯
と
し
‘
公
の
前
封
雛
越
前
府
中
三
間
三
千
石
を
位
子
に
賜
は
り
‘

信
長
会
の
翁
主
と
議
婚
あ
り
て

、
府
中
の
邸
K
入
典
、
合
醤
}
共
式
鍛

恕
也
。
時
陀
翁
主
七
歳
也
。
一
読
八
歳
と
云
ふ
。
玉
山棋
院
殿
赴
也
。
と

見
h
.
有
探
永
貞
の
四
政
略
記
花
、
去
年
御
輿
入
、
越
府
よ
り
夫
婦

共
に
見
物
K
上
治
あ
る
べ
し
と
て
‘
十
年
五
月
晦
日
陀
府
を
立
ち
‘

安
土
の
屋
敷
に
至
り
.六
月
二
日
上
浴
あ
る
道
勢
悶
陀
て
、本
能
寺
の

同世を
聞
き
て
安
土

へ
師
入
、
士
卒
分
散
し
.
主
従
七
騎
と
成
る
。

内

室
を
徴
服
せ
し
め
て

士
ご
人
を
付
け
て

、
尾
州
荒
子
の

哲
領
へ
預

け
.
勢
州
松
ク
ぬ
へ
行
き
て
信
雄
に
請
し
、

光
秀
征
伐
の
と
と
を
談

じ
.
然
る
上
は
日
野
の
初
生
氏
郷
へ

先
鋒
を
頼
み
給
へ
と
勤
め
、
モ

の
伎
と
し
て
日
野
区
到
り
、
氏
郷
の
町
四
訟
を
聞
き
て
、
亦
松

7日向へ

行
昔
、

信
雄
を
辿
れ
て
土
山
迄
出
で
ら
る
。
共
内
に
山
崎
合
戦
終
る
。

と
あ
り
。
前
回
創
設
記
に
云
ム
。
焔
能
院
殴
依
一
語
一
長
之
命
↓
携
=
玉
泉

夫
人
同市
川
上
京
.
六
月
二
日
到
a
勢
聞
溢
-時
。
信
長
之
本
履
取
一
若
馳
来
。

一
年
忌
の
前
年
の
十
月
、

務
擦
の
遊
行
上
人
加
州
へ
狙
り
来
り
‘
共

の
邸
常
警
寺
は
玉
泉
院
殿
よ
り

御
新
防
料
相
出
飲
料
を
付
け
ら
れ
繁

昌
し
て
、
小
絡
も
少
し
腕
〈
成
担
、
遊
行
上
人
n
E
K
留
ま
り
け
り
。

然
る
に
利
光
州
・

玉
泉
院
般
の
別
而
御
念
比
た
る
寺
也
、
殊
陀
天
一柳

品
広
も
建
立
せ
ら
れ
た
り
。
此
の
寺
に
て
三
年
忌
の
法
合
可
ν
被
a

執
行
-

と
て
、
入
用
ロ
聞
及
び
金
銀
米
銭
を
被
ν
遣
、
奉
行
人
敏
一
仰
付
一
法
合
念

比
に
執
行
す
。
此
の
時
遊
行
上
人
訴
訟
紋
a
申
上
一
常
相
官
寺
と
云
ム
寺

放
を
除
き
玉
泉
寺
と
改
め
ら
れ
、
寺
の
向
ひ
と
桜
町
主
野
町
の
際
迄

寺
の
門
前
に
被
v
下
。
北
ハ
後
明
師
団
元
年
は
三
十
三
回
忌
に
相
常
に
付

き
・
前
年
よ
り
玉
泉
寺
田
町
政
各
あ
り
て
・
大
伽
墜
を
建
立
被
ν

成
、
小

松
よ
り
中
納
言
利
常
卿
容
詩
し
給
ム。

減
肥
御
父
母
の
御
教
養
念
比

陀
被
v
成
事
・
上
下
感
じ
移
る
也
。

と
あ
り
。
本
は
玉
泉
君
の
鹿
隠
陀

闘
係
せ
ざ
る
と
と
h

い
へ
ど
も
、
時
仰
の
参
考
に
記
載
す
。
モ
の
宣

細
は
‘
泉
寺
町
玉
泉
寺
の
保
下
陀
紋
す
。

O
玉
泉
院
丸
露
地

元
和
丸
年
玉
泉
院
逝
去
の
後
、
舘
合
主
取
り
鍛
ち
、
益
闘
の
地
と
成

り
居
た
る
を
、
中
納
言
利
常
卿
此
の
地
に
築
山
等
主
命
ぜ
ら
れ
、
夫

れ
よ
り
後
は

鹿
務
の
際
ま
で
去
来
院
丸
の
御
露
地
と

呼
び
て、

帯

企
部
古
弘
志
巻
四

告
v
信
長
信
忠
鴛
=
光
秀
一
被
3
校
。
図
命
z
玉
泉
夫
人
往
=岡崎
州
荒
子
時国側↓

奥
村
次
右
術
門
恒
川
段
物
等
従
ν
之
.
瑞
髄
院
殿
欲
w
以
a
小
兵
"
到
A

安

土
寸
守
ν

披
起
剛
'MA
土
~
然
一
州
昌
一旗
匡
之
鋭
-
師
向
ヨ
越
府
寸
低
而
玉
県
夫
人
亦

自
=尾
州
-飾品府
中
ア
と
あ
り
。
利
家
卿
箆
長
凶
年
の
遺
織政回
K
、
信
長

公
御
巡
行
之
刻
、
安
土
よ
り
共
方
内
出
闘
を
引
辿
被
v
逃
刻
、
路
次
に

て
、
本
臨
新
座
の
党
可
ν
有
ν
之
。
と
載
せ
ら
れ
た
り
。
さ
て
三
笠
記

医
、
玉
泉
院
殿
御
歳
五
十
裁
に
て
、
元
和
丸
年
二
月
廿
四
日
陀
御
巡

行
也
。
共
の
根
本
利
長

mk賀
子
も
ま
し
ま
さ
歩
、
御
夫
都
北
ハ
に
仰

心
陀
懸
け
さ
せ
ら
れ
、

業
の
女
中
方
数
多
被
=
召
世
プ
如
何
成
方
陀
も

共
先
も
問
山
町
度
、
末
摘
花
の
種
も
哉
.
若
紫
の
色
々
に
、

一
例
や
仰
に

祈
願
被
ν

成
.
虎
待
・日
待
さ
ま
ん

¥
の
御
前
を
密

hk
k
被
v
遊
け
り
。

い
つ
の
程
よ
り
か
御
前
線
も
.
御
中
御
う
と
/
¥
数
ま
し
ま
せ
ば
.

提
げ
の
水
は
織
と
成
り
け
れ
ど
も
.
御
隆

々
の
習
に

t
色
に
も
山川し

ま
し
ま
さ
宇
、
必
や
筑
間
同
の
か
た
ま
り
と
成
り
、
い
つ
も
御
心
特
例

危
ら
せ
給
は
ざ
れ
ど
も
.
金
部

へ
入
ら
せ
ら
れ
て
は
‘
御
家
長
久
の

御
願
と
し
て
常
警
寺
と
申
す
遊
行
寺
K
.
天
満
天
一
柳
堂
を
建
立
被
ν

成
、
月
並
の
連
歌
を
御
新
院
の
た
め
陀
被
一
-仰
何
一

料
米
を
被
v
治
・
御

家
は
向
日
夜
の
末
流
な
れ
ば
、
分
け
て
御
出
席
敬
あ
り
け
り
。
然
る
に
第

O
玉
泉
院
丸
露
地
築
造
事

問
H
m訳
見
開
銀
陀
‘
党
永
十
一
年
中
納
言
利
泊
卿
‘
将
軍
家
御
上
治
に

付
‘
五
月
下
旬
上
京
・
八
月
蹄
娘
、
玉
泉
院
丸
に
露
地
被
v
命
・
築
山
-

n
m
水
・
御
卒
待
出
来
。
赴
叙
左
術
門
と
云
ム
山
作
り
を
京
都
よ
り
被
-

召
寄
-被
一-仰
付
↓
と
見
ゆ
。一
一一
笠
妃
陀
云
ム
。
党
武
十
一
年
に
は
将
軍

家
光
会
御
上
泊。

中
納
言
利
常
卿
は
・
立
永
八
年
十
二
月
江
戸
へ
御

石
樹
木
泉
水
の
休
、
既
に
二
百
五
十
鈴
年
を
経
た
れ
ば
、
共
の
風

致
貨
に
自
然
の
山
林
に
ひ
と
し
か
り
し
を
・

自
国
務
の
後
は
扮
地
と
成

り
‘
樹
木
を
悉
〈
伐
り
取
り
‘
脊
石
共
も
、
明
治
十
三
年
の
秋
銑
六

閣
に

明
治
紀
念
之
根
建
築
に
付
き
、

怪
般
脊
石
民
不
ν
限、

悉
〈
引

移
し
、
紀
念
棋
の
般
石
と
成
し
た
り
。

参
勤
・
中
二
年
御
在
江
戸
の
都
な
れ
ば
‘
久

々
の
御
刷
川
町
寸
と
て
上
下

待
ち
日
銀
ね
け
る
庭
、
卯
月
下
旬
陀
御
飯
園
、
御
渚
披
被
v
翁
v
成
。
情
御

披
中
玉
泉
院
殿
御
屋
形
の
跡
を
・
御
露
地
陀
可
v
被
a
仰
付
-
と
て
‘
大
橋

又
兵
衛
総
長
兵
衛
な
ど
に
被
詰仰
付
一
先
づ
地
形
の
土
を
な
ら
さ
せ

て
、
山
肌
水
友
ど
に
可
ν
被
ν
成
所
の
土
を
町
中
へ
可
ν
被
v

下
旨
縄
れ
ら

れ
、
毎
日
掘
り
て
取
り
行
〈
程
比
、
額
て
谷
岸
と
成
り
に
け
り
。
共

の
聞
に
御
上
京
の
用
意
出
来
し・

御
供
中
も
用
意
-澗
ひ
・
五
月
下
旬




